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〔表記に ついて〕 

• ルビ は 「(ルビ)」 の 形式で 処理した。 

參 二倍の 踊り字 (くの 字形の 繰り返し 記号) は 「く」 

「\,、 \」 で 代用した。 

• 〔#〕 は、 入力 者 注 を 示す。 

參 目次 

序 I 志賀直 哉へ I 佐 藤 春 夫へ I 島 崎 藤 村へ I 室 生 犀 星 

へ I 正宗 白鳥へ I 林芙美 子へ I 横 光利 一 へ I 谷 崎 潤 一 

郎へ I 新居 格へ I 徳永 直へ I 林 房 雄へ I 武田麟 太郎へ 

I 秋 田 雨 雀へ I 窪 川 鶴 次郎へ I 長 谷川 如是 閑へ I 中 野 

重 治へ I 武者 小路 実 篤へ I 文壇 諷詩曲 I 



文壇 諸 公に 贈る 新春 賀詩 I 中 河 与 一 について I 小 松 清 

について I 亀 井 勝 一郎に ついて I 林 房 雄に ついて 一平 

林たい 子に ついて I 青 野 季吉に ついて I 森 山 啓に つ い 

て I 横 光利 一 について I 窪 川 いね子に ついて I 菊 池 寛 

について I 新居 格に ついて I 

窪 川 鶴 次 郎君へ I 平 林たい 子へ I 武田麟 太郎へ I 大森 

義太郎 へ I 味方で は ある —— 亀 井 勝 一郎へ I 中 野 重 治 

へ I 島 木 健 作に ついて I 二人の 感傷 家に —— 森 山 啓と 

中 野 重 治に 与 ふ —— I 



詩 は 昭和 十 一 年から 十一 一年に かけて 読売 新聞に 発表し 

たもの、 諷刺 雑誌 「太鼓」 に 発表した もの 並に 未発表 

の もの を 加へ て 数十 篇の うちから 選んだ、 自分で はこ 

れらの 詩 を 収録 記念す る ， J と を 無価値な ものと は 思つ 

てゐ ない。 



志 賀直哉 へ 

志賀の 旦那 は 

構へ 多くして 

作品が 少ね いや 



暇と 時間に 不自由な く 

ながい 間考 へて ゐて 

ポッリ と 

気の利いた こと を 言 はれたん ぢゃ 

旦那に や 

かな ひません や 

^ J ちとら は 

ベ ら ぼうめ 

口 を 開けて 待って ゐる 

短気な お 客に 

温た けいと ころ を 



出す のが 店の 方針で さあ、 

ちまた 

巷 に 立ち や 

少し は 気がせ か あね 

たまに や 出来の 悪 いのも 

あら あね、 

旦那に 喰 はして いもの は 

オケ ラの 三杯酢に、 

も つ そう 飯 

へ H、 

お 待 遠 さま、 

志 賀直哉 様 へ の 



先生に は II 夜明け 前から 

書斎に ひとり 起きいで て 

火鉢の 残火搔 きたて 

頰 ふくらませ 吹いて ゐる 

嗜好 もな く 望み もな く 

た、 V 先生の 蟄居 は 

歴史の 記録係り として 偉大であった 

先生 はすぎ さった 時に 

鞭う つ リアリスト であり 

新しい 時 をつ くる 予言者で はない 

こ、 な 口幅ったい 弱輩 愚考 仕る に は 



あ、、 なんて 細心な 一 見 苦労人ら しい、 

事実 は レビ ュ ー ガ ー ルの媚 を 想 ひ 起させる、 

あなた は 少し 苦労 をし すぎ ましたね、 

前もって、 たくらんだ 計画した 

感傷 性の 売文 家よ 

だが、 再び 貴女に 九 尺 一 一間の 長屋に 住めと は 言 はない 

人生への 追従 をう ち 切って 下さい 

面白がって ゐる 読者 に 面白が らして はいけ ない 

世界の 中に た、 V 一 人 

私 だけが 面白くない 貴女 を 期待して ゐる 

不機嫌な 反逆 的な 貴女 を 待って ゐる。 



後輩 共 は 老爺 を 

階級の ト— テム ポ ー ル の やうに 

禺像 七. し 

ジャ アナ リズム は 

まだ 年譜 を 書く ほど 

老い込んだ 歳で もない のに 

五十 年の 過去 を 綴らして 

追想 主義者に 

片 づけて しま つて ゐる、 

霜の 朝 

ふと g の 中の 『創作 慾』 とい ふ 



大切な 球 を 

なくして しまったのに 気が ついた 

日本の ルナ チャル スキ— は 

いま 苦しんで ゐる 

失われた 球 を 求めて。 

あなた の 神経質 は 立派な ものです 

だが 興奮剤の 常用 はお 廃しなさい 

マ ムシ 酒で は 〇〇〇〇 〔# 「〇〇〇〇」 に 「ママ」 の 

注記〕 は 勝てません から 



お見せに ならん ところ をみ ると 

さ ー て は、 備へ つけた 

『オゾン 発生 器』 が 

壊れました かね。 

長 谷川 如是 閑へ 

胸に 手 を あて 

た 、v 何となく 

『自由』 を 愛して ゐ るお 方 

時代の ハム レット 

永遠の 独身 主義者よ、 



つらい、 つらい、 

山の 向う に は 歓楽の 灯が あると 

新しい 村の 村民た ち は 

嘆いて ゐる だら う 

あなたの 若い この あやまちが 

トルストイに とつ 憑かれた、 

あと は 世間 態と 意地で 

村の 理想 を 細々 とつないで 

ゐる わけで も あるまい が、 

早く 村の 解散 式 を やって おあげなさい. 



それが 三 好 十郎、 君な の だ、 

もっと 健康で 衛生上よ ろしい 喜劇 を 書いて くれ 

張 赫宙は 朝鮮に ハイ チヤ をして 

東京で 文学の 峠 をの ぼり だした 

ズ ルズル とすべ る 文体に 警戒 し 給へ。 

小さな 真実 を 大きな 法螺の 貝から 

鳴らす だけで 礼拝され る 修験者 志 賀直哉 

曾て 文学の 瀧に 打 たれた 

経験 をし やべ る ， J とがお 楽し み。 

随筆の 王者の やうに 人々 を 感心 させて ゐる 

内 田 百 間、 君の 文章が 



右手に 小説、 左手に 戯曲 

さらに 君 は 映画にまで 接吻した 

接吻の 責任 は 君が 負へ。 

怒号の あとの 寂寥 を 味 ひながら 

地方 主義の 旗の 下に 平 田 小 六 は 

インタ ァ ナショナル を 憎んで ゐる。 

何処に で も 着陸す る H 1 口 プレイン 

うち 出されて 飛ぶ 青 野 季吉は カタ バルト 

ジャ アナ リズム は 彼の 良き 航空母艦。 

作家よ、 僕と いう 諷刺 詩人 を 

文壇に 住ま はせ て をくな、 



復謦鬼 を 抱 いて 寝て ゐる やうな も の だ 、 

黙殺 を 唯一 の 武器と する もの も 

また 僕に 可愛がられる 

膏薬 だらけの 尻に は 太い 注射 を 

徒党の 頭から は、 煮 湯と 火 をつ けた ガソリン 瓶 を 

彼女 達に とっても 僕 は 

数千 里 も 長い 鼻の 下の 用意が ある 

心から 怒る ， J とがで きな い 

不幸な 女、 神近巿 子よ 

僕が 幾度 眼 を こすって みても 君 は 優しい。 

山 本 有 三、 自由主義の 門番 



取り出し たやうな 大きな 作品 を 見せて 頂戴 

引搔く 貴女の 爪 は 血 を 流す が 

搔 かれた 相手 は 力 ユイ 許り だ 

可愛い とい ふよりも 力 ュ ィ人板 垣 直 子よ。 

尾 崎 士郎、 彼の 作品 は 良 かれ 悪し かれ 

これまで は 小説に 箸の つけ 方 を 知って ゐ たが これから 

先の こと はわから ない。 

評論 を やる y J とで 文化人 で —— 、 

消費 組合の 土台 を H ンャラ ャット 

打ち込む 手伝 ひ をす る ことで 階級 人で ある 

新居 格 は 河馬 の やうな 格好 で 



谷川 徹三は 文学の 周囲 を 巡る 謙遜 さが ある 

文学が 君 の 周囲 を 巡り だ したら 

読者 は 一 層 助からない。 

矢田津 世子 は芥川 賞の 候補に なった 

こんど は 小 熊 賞の 候補に してやらう。 

舟橋 聖 一 は 「飛んだり 跳ねたり」 

豊田 三郎は 「起き あがり 小 法師」 

共に 行動主義の もとに 

ナチ ォナル • ゾ チア リズム、 血縁 的 同胞 主義 _ 

河 上 徹太郎 は —— 蒸溜 水 

三 木 清 は II 工業用 アル コ— ル 



文壇 諸 公に 贈る 新春 賀詩 

II 謹賀新年 一 月 元旦 —— 

中 河 与 一につ いて 

君の 意見 は 全部 正しい、 

もし、 反対す る ものがなければ だ、 

人生が すべ て 偶然で できて ゐ ると いふ 

君の 主張の 粘り強 さは 

とうとう 本屋から 『偶然と 文学』 を 出させて 

印税 を 捲き あげる ところまで 成功した、 

さ て 民衆が 偶然 的 に 君の 本 を 買 ふか 



あなたの 男性 憎悪 症 を 

支持す る 女 共 は 

あなたの 持ち合せの 『強さ』 を 

こえる ことので きない 

弱虫ば かリ、 

あなた を 支持す る 男性 は 

みんな 度胸の ある 豪い 人間ば かり 

私 も 勿論 その 一 人に 加へ ていた、 V きたし 

林 もさう だし、 広津 もさう だ、 

宇 野浩ー 一は テ ー ブル スピ ー チ では 

手 を ふって 



真実 を 語らず 

青 野 は 言葉 少 くして 

涙 をな がす、 

た、 V 彼に とって は 真実 を 語る のに 

辞書の 文字 

あまり 多くして 

悩みの種 である。 

彼に 原稿紙の 上でまで 

吃りに なれと は 誰が 

求める ことができ ようか、 

せめて 文章 を 書く 



文学 を 始めた ときからで なく、 

競馬 を 始めた ときから 変り だした の だ。 

新居 格に ついて 

自由主義者 としての 貴方 は 

その 主張の アナ キス チックな 

個所 を 取り除けば 立派 だ 

た、 V 文章の 中に いつも 

マルキスト を 攻撃す る 章 を 加へ る こと は 

あなたの 終始 一 貫して 渝 ない 信条 

狡猾な 生活 上の 『現状維持』 の 



身 力、 <? る、 <? 

あなたの 心 は 

ビク ともしない。 

板 額 女 

男 嫌 ひで 

押す 文学、 

揺すぶり ませう か 

あなたの 昔の 想 ひ 出 を 

かん ざし 

花 簪 

桃 割の 日の こと を 

初恋の 人 もあった でせ う、 



貧乏して 

足から 煙が でる ほど 

生活に a け 廻れば 

民衆の 思想 も 

少し はスパ ー ク する だら う 

あなたの 唯物論 ぢゃ 

どこまで 行っても 

実験室 もの、 

フラスコ の 中の もの 

犬 もとき どき は 

棒杭 を 嚙ぢら なければ 
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